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基本ルールを

身につける
(特集）選挙制度の改正…期日前投票制度等

受章おめでとうございます…春の叙勲・褒章

下水道工事が始まります…下手綱・高戸地区など3か所
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を
整
え
る
た
め
蕊
従
兼
の
不
在
者

投
票
を
改
め
、
選
挙
期
日
（
投
票

日
）
前
に
お
い
て
も
、
選
挙
期
日

同
様
に
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
「
期
日
前
投
票
制
度
」
が
公
職

選
挙
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
新
た

に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

不
在
者
投
票
は
、
公
職
選
挙
法

の
原
則
で
あ
る
当
日
投
票
主
義
の

例
外
と
し
て
、
投
票
日
の
前
に
投

票
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
も
の

で
、
選
挙
権
の
有
無
の
調
査
は
、

選
挙
期
日
現
在
で
行
う
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
し
た
．
こ
の
た
め
、
有
権

者
は
不
在
者
投
票
を
二
重
の
封
筒

に
入
れ
た
上
で
外
封
筒
に
署
名
し
、

選
挙
管
理
委
員
会
が
投
票
日
当
日

ま
で
保
管
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
「
期
日
前
投

票
制
度
」
は
、
選
挙
期
日
前
で
あ
っ

て
も
、
選
挙
期
日
と
同
じ
く
投
票

用
紙
を
直
接
投
票
箱
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

「
期
日
前
投
票
制
度
」
と
は
？

…
｜
投
票
場
所
お
よ
び
時
間

公
示
（
告
示
）
日
の
翌
日
か
ら
選

挙
期
日
の
前
日
ま
で
の
間
で
す
。

沼
勇
手
続
き
一

選
挙
期
日
当
日
に
、
仕
事
や
旅

行
、
レ
ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭
な
ど

の
用
務
が
あ
る
な
ど
、
現
行
の
不

在
者
投
票
事
由
に
該
当
す
る
と
見

込
ま
れ
る
人
で
す
。

不
在
者
殺
票
が
蘇
冬
わ
嚇
懲
毒
哩
潅

市
役
所
の
期
日
前
投
票
所
に
お

い
て
、
午
前
八
時
三
○
分
か
ら
午

後
八
時
ま
で
で
す
。

基
本
的
に
選
挙
期
日
の
投
票
所

に
お
け
る
投
票
の
手
続
き
と
同
じ

で
す
．
た
だ
し
、
現
行
の
不
在
者

投
票
と
同
じ
く
一
定
の
事
由
に
該

当
す
る
と
見
込
ま
れ
る
旨
の
宣
誓

書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
人

『
期
日
前
投
票
制
度
」

ー
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咄

：
ｰ

Ｑ
従
来
の
不
在
者
投
票
は
な
く

な
る
の
で
す
か
？

Ａ
名
簿
登
録
地
の
市
区
町
村
以

外
の
市
区
町
村
や
病
院
、
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
に
お
け
る
不
在
者

投
票
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お

り
行
わ
れ
ま
す
．

Ｑ
期
日
前
投
票
制
度
の
適
用
は

い
つ
か
ら
で
す
か
？

Ａ
平
成
一
五
年
一
二
月
一
日
に

施
行
さ
れ
ま
し
た
．

Ｑ
期
日
前
投
票
を
行
っ
た
人
が

そ
の
後
選
挙
期
日
ま
で
に
死
亡

し
た
場
合
、
そ
の
投
票
は
ど
う

な
る
の
で
す
か
？

Ａ
選
挙
権
認
定
の
時
期
が
投
票

を
行
う
日
に
改
め
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
有
効
な
投
票
と
し
て
扱

う
こ
と
と
な
り
ま
す
．

期
日
前
投
票
制
度
Ｑ
＆
Ａ

高萩 市
選挙管理委員会

H23-2119
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謹
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あ
ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会

に
申
請
を
し
て
、
「
郵
便
等
投
票

証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
ま
す
。

こ
の
際
、
障
害
等
を
証
明
す
る
書

面
（
身
体
障
害
者
手
帳
、
介
護
保

険
の
被
保
険
者
証
等
）
の
添
付
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
持
っ

て
い
て
、
一
定
の
障
害
が
あ
る
人

に
つ
い
て
は
、
郵
便
を
利
用
し
て

自
宅
で
投
票
で
き
る
「
郵
便
に
よ

る
不
在
者
投
票
制
度
」
が
あ
り
ま

す
が
、
今
回
の
公
職
選
挙
法
の
改

正
に
よ
り
免
疫
の
障
害
、
介
護
保

険
法
の
要
介
護
状
態
区
分
に
よ
る

程
度
が
追
加
さ
れ
、
対
象
者
が
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。

一

珂竜 蕊
議
蕊
雲
霞
議
蕊
麓
瓢
蕊
欝
蕊
葺
鑑
識
鐡
篭
蕊

＜郵便投票のできる人＞

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

変
わ
り
ま
し
た
Ｉ
．

郵便投票の対象となる人の障害程度範囲（ただし、 自署できる人）

『'1 |ぐ肢､体幹若しくは移動機能障害 1級・ 2級

身捧障害背手帳蛎鵡鵬I'揃羅う乱’級3級
免疫の障害 1～3級

両下肢若しくは体幹機能障害 特別項症～第2項症

戦傷病者手||雁 心||蔵､じんlllm ll平吸器ぼうこう若し特別項症～第3項症
くは直腸の障害、小腸の障害

！ 要介護状態区分が
護保険被保険者証介護保険に規定する要介護者

要介護5

1級・ 3級

戦傷病者手||腱

介護保険に規定する要介護者

難
糾
鰯
蕊

ー龍

介護保険被保険者証 …

蕊

代
理
記
載
の
方
法
に
よ
る
投
票

を
行
う
た
め
に
は
、
郵
便
等
投
票

証
明
書
の
交
付
申
請
に
加
え
て
、

あ
ら
か
じ
め
「
代
理
記
載
の
方
法

に
よ
る
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
の
証
明
手
続
き
」

お
よ
び
「
代
理
記
載
人
と
な
る
べ

き
人
の
届
け
出
の
手
続
き
」
を
行
っ

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

こ
れ
ら
の
手
続
き
は
同
時
に
行
う

こ
と
も
可
能
で
す
。

「
代
理
記
載
制
度
」
の
創
設
に

よ
り
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
で
、

併
せ
て
下
表
の
障
害
程
度
に
該
当

す
る
人
は
、
自
署
を
要
せ
ず
代
理

記
載
人
（
有
権
者
）
が
投
票
用
紙
に

記
載
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

；郵
便
等
投
票

§

の
代
理
記
載
制
度

＜代理記載制度の対象となる人＞

代理記載制度の対象となる人の障害程度範囲
ー

｣級身体障害者手'帳 上肢若しくは視覚の障害

戦傷病者手帳 上肢若しくは視覚の障害 特別項症～第2項症

※郵便等による不在者投票用繩の交付請求は、選挙の期日の4

日前までに行わなければなりませんので、新しく郵便等による

不在者投票や代理記載による投票を希望する人は、お早めに市

選掌管理蓉昌会で証明書交付等の手続きを取ってください。

|云奉員へのあつせ臆し膳(I､きせだLIすると罰せ局れるここがあ&I=S
～あっせん利得処罰法をご存知ですか？～

この法律の正式名称は、 「公職にある者等のあっせん行為による利得等の処罰に関する法律」 といい

ます。政治家などが住民から陳情・要望を受け、それを行政に働きかけ、安心で住みよい社会を作るこ

とは職務のひとつですが、 これによって政治家などがその見返りとして報酬を受けることは処罰の対象

になります。あっせんを依頼した住民から財産上の利益を受けたときには、 3年以下の懲役となること

があります。また、財産上の利益を提供(供与)した住民も1年以下の懲役または250万円以下の罰金に

処せられます。
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ずい ほう たん こう しよう

瑞宝単光章
らん じゅ ほう しよう

註
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一

綬 旦三 ’ 受
面

こう

長谷川鋼之助さん

（下手綱）

種選挙事務の管理運営に多大な貢献をされました。

また、消防分団長や高萩市立図書館運営委員会委

員長、裁判所の調停委員を務められるなど、幅広く

活躍されてきました。

［喜びの声］多くの人に支えられたことで職務を遂

行することができました。選挙の投票率が上がらな

いのが残念で、民主主義の危機と思ってます。望め

ば得ることができる情報とご自分の判断で、棄権す

ることなくぜひ投票してください。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

長谷川さんは､昭和23

年警視庁巡査を拝命、

翌年には当時まだ数少

なかった自動車免許を

取得し、昭和60年退職

されるまで主に車両勤

務に従事されました。 と務に従事されました。 こ の間、東京オリンピック

大会の警護や同競歩競技のパトカー先導、皇太子

(現天皇）御成婚譽備要人移動を先導するなど、

誠実で模範となる勤務態度で務められました。

［喜びの声］大変光栄です。無事故で従事できた

ことは先輩や同僚、家族の支援によって成し遂げ

られたものと思っています。現職のみなさんは職

務に忠実に専念され、消極的にならぬように頑張っ

てほしい。微力ながら体の続く限り応援します。

ー

I

鑑嘆毒

第鴻騨スボーヅ糠鍵第18回スポーツ振興大会で表彰
スポーツ奨励者‘競技優秀者。競技優秀団体

続需W
;漁島I ！
:;’ "…！

艮善韓
卜＃N垂

市体育協会が主催したこの大会は、 5月22日 （土）中央

公民館で開催されました。市のスポーツ振興に尽力された

みなさんをはじめ、平成15年度の各種スポーツ大会で優れ

た成績を収めたみなさんをたたえて表彰がありました。

*(住所:所属) [種目:順位]で個人名の敬称略

■スポーツ奨励者

益子昭-(f'1道：安良川) 、金成勝子（剣道：上手綱)、

長岐治雄（陸上：上手綱)、小林勝（審判：高萩)、

新妻光男（審判：北茨城市)、稲田久志（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ ：秋山）

■競技優秀者

羽田哲夫（石滝）東日本選手権大会茨城県予選[ｿﾌ|､ﾃﾆｽｼﾆｱ
ひろし

男子65の部：第3位]、飛田紘（市ソフトテニス連盟）全

日本シニア選手権大会茨城県予選[ｼﾆｱ男子55の部：第3

位]、遊佐眞一（上手綱）第3回全国障害者スポーツ大会

[100m競走男子：優勝] ･第31ul全国障害者スポーツ大会
みつのり

[ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ投男子:第2位]、生駒光宣（上手綱）茨城県スノー

ボード技術選手権大会[ｿﾌﾄの部･男子：第3位]、鈴木慎也

(市弓道部）茨城県弓道段位別大会[弐段以下の部：優勝]、
あきのり

鈴木章記（安良川）県民総合体育大会兼匡|体選手選考会

[参段以下の部：優勝］明村範彦（高萩）茨城県弓道段位

別大会[参殿の部：第2位］根本美由紀（県立盲学校）第

3回全国障害者スポーツ大会視覚|造害者の部[400n1競走：

第4位］ ・第3回全国障害者スポーツ大会視覚障害者の部

[砲丸投女子 ：第2位]、伊藤諒子（高萩高校）第56回北

関東高等学校陸上競技対校選手権大会茨城県予選会[七種

競技：第3位]、福田祐一（松丘高校）茨城県高等学校陸
とおる

上競技大会[走高跳 ：第3位]、鯨岡亨（高萩工業高校）

第19回関東高等学校ウエイトリフティング競技選抜大会

[62kg級 ：第3位]、山氏貴典（高萩高校）第56回全国高

等学校陸上競技対校選手権大会北関東地区大会予選会[八

■二

種競技：第6位]，藤原卓（松丘高校）茨城県民総体兼全

国高等学校ボクシング選手権大会茨城県予選会[ﾌﾗｲ級：優
あきのり

勝]、佐川智紀（磯原高校）関東高等学校ウエイトリフティ

ング競技選抜大会[第5位］ ・茨城県高等学校ウエイトリ

フティング競技新人大会[優勝]、廣川雄一（土浦日大高校）

関東7県高等学校ボクシング選抜大会県予選会[ﾗｲ ､級：優

勝]、斎藤愛子（明秀日立高校）全日本卓球選手権大会ジユ
がく し

ニア茨城県予選会[第2位]、岡本岳士（水城高校）第53回

全国高等学校スキー大会兼第39回関東高等学校スキー大会

県予選会［優勝］ ・第58回国民体育大会予選会［優勝]、

加瀬善洋（高萩中学校）第49回全日本中学校通信陸上競技

茨城県大会[1年男子1001nの部：第3位]、山川智行（高萩

中学校）第49回全日本中学校通信陸上競技茨城県大会[]年

男子1,5001nの部：第3位]、沼田裕責（秋|､ 1｣中学校）第30

回全日本中学校陸上競技選手権大会[共通女子800m:第3

位]、田中美里（秋山中学校）第31回関東中学校陸上競技
ひろゆき

大会[共通女子100m:第3位]、岡本紘幸（松岡中学校）

茨城県民総合体育大会中学スキー競技の部[男子ｽﾗﾛｰﾑ ：

優勝］

■競技優秀団体

口高萩中学校女子体操部 ［茨城県新人体育大会体操競技

第2位］ ・ ［茨城県民総合体育大会体操競技第3位］

口秋山中学校女子駅伝部 ［茨城県民総合体育大会中学校

駅伝競走大会優勝］

ー

町
Ⅷ
可



§

下水道整備工事

｢第5期建設事業」

が始まります。

■■；I

平成19年度までに1844ヘクタールを整備

平成16年度の下水道事業箇所は、位置図に示された

下手綱・高戸、島名、石滝の3か所の地区で面整備が

計画されています。工事は今月から始まる予定です。

日立・高萩・十王広域下水道組合工務課容32-5596

『~~~~~.．~~~~'~~.~~~'･~~'･~~~~~~~~~~~~･' '~~~~~~．. '･~~'．..~~~~~~~~~~~~~--~~~~~1

1 平成16年度下水道工事箇所および工期(予定） ’

1①下手綱・高戸地区…JR常磐線より西側、玉川の北側で､ ｜
市道1132号線を挟む区域

（工期：平成16年6月～11月下旬）

|②島名地区…境川西側の字屋和古作、下古川付近の地区 ｜

（工期：平成16年10月～平成17年1月下旬) I

|③石滝地区…県道高萩友部線から西に入りKDDI正門に｜
向かう道路の周辺区域

（工期：平成16年6月～11月下旬）

ー

下
水
を
下
水
処
理
場
ま
で
運
ぶ
方
法
は
、

少
し
で
も
経
費
を
削
減
す
る
た
め
、
で
き
る

だ
け
機
械
力
（
ポ
ン
プ
）
に
よ
ら
な
い
で
、

高
い
方
か
ら
低
い
方
へ
の
流
れ
（
自
然
流
下
）

か
ん
き
ょ

を
利
用
し
ま
す
。
ま
た
、
管
渠
を
点
検
し
た

り
清
掃
す
る
た
め
マ
ン
ホ
ー
ル
が
設
置
さ
れ

ま
す
．
今
年
度
の
三
か
所
の
工
事
で
も
、
傾

斜
が
と
れ
る
よ
う
に
、
深
さ
約
二
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
、
口
径
二
○
○
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
の
下
水
管
を
敷
設
し
ま
す
．
マ
ン
ホ
ー

ル
の
蓋
は
鉄
製
の
も
の
が
用
い
ら
れ
、
あ
ま

り
目
に
見
え
る
こ
と
の
な
い
下
水
道
の
貴
重

な
「
顔
」
に
な
り
ま
す
。

敷
設
後
は
、
埋
め
戻
し
て
土
砂
が
自
然
に

締
ま
る
ま
で
仮
舗
装
し
、
通
常
一
か
月
以
上

経
過
し
て
自
然
加
圧
さ
れ
た
後
に
本
舗
装
し

道
路
下
二
メ
ー
ト
ル
に
敷
設

ｰ

今
年
度
の
工
事
箇
所
は
、
い
ず
れ
も
幹
線

道
路
か
そ
れ
に
続
く
道
路
に
面
し
て
い
て
交

通
量
が
多
い
区
域
で
す
．
そ
し
て
下
水
道
整

備
計
画
上
で
重
要
な
工
事
に
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
徴
靖
工
事
は
下
水
道
管
を

道
路
下
に
埋
設
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
二
車
線
の
区
間
は
片
側
通
行
で
、
支
線

と
な
る
幅
の
な
い
生
活
道
路
で
は
全
面
通
行

止
め
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
、
地
元
住
民
の
方
々
を
は

じ
め
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

下
水
道
事
業
を
理
解
さ
れ
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ま
す
。
仮
舗
装
中
は
車
の
通
行
が
で
き
ま
す

通
行
制
限
に
ご
協
力
を

5


